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研究の背景及び目的

本研究は、オープンソースの自動ライティング評価ツール「Auto-Peer」を
日本の初級・中級EFL学習者向けに適応させ、AIリテラシーとフィードバッ
ク・リテラシーを重視した教育実践へ統合することを目的としています。も
ともとUAEの上級学習者向けに開発されたAuto-Peerを再設計し、生成AIと
協働して文章を作成・推敲・振り返る活動を通じて、英語ライティング能力
を高める教材・支援ツールの開発を進めています。

期待される効果・応用分野

日本国内の大学から500件を超える学生のライティングサンプルを収集しており、これらをUAE
の学習者による作文や、ChatGPT、Gemini、DeepSeek-V3といった生成AIによって生成された
文章と比較分析しています。分析結果はAuto-Peerのアルゴリズム改良や、英語ライティング授
業におけるAIリテラシー育成を支援する機能であるプロンプト・ライブラリの設計に活用されて
います。この研究は、英語教育における革新と生成AIの倫理的活用の推進に貢献することが期待
されます。

■ 共同研究・特許など
共同研究者：
セロン・ミュラー（早稲田大学）
フィリップ・マッカーシー（シャルジャ大学／UAE）
デニス・コヤマ（上智大学）
馬場恭子（東洋大学）
アヤ・アルハーシー（アリゾナ州立大学／米国）
アンサ・シディッキ（アメリカン大学シャルジャ校／UAE）
セバ・アルアリ（アメリカン大学シャルジャ校／UAE）

本研究は、科研費基盤（C）「生成AI支援による英語ライティング教育におけるフィードバック
・リテラシーとAI倫理の育成」（課題番号：24K04103）によって支援されています。
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